座間市防災資機材貸与要領
（趣旨）

第１条　この要領は、座間市地域防災計画に基づき、地域住民の相互協力による自主的な防災活動を支援し、地域住民の生命の安全や財産の保全を図るため、市で保有する防災資機材を地域の自主防災組織へ貸与することについて必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条　この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

⑴　防災資機材　災害時における救助活動、災害対応及び避難生活に必要なものをいう。

⑵　自主防災組織　災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条の２第２項に規定する団体であって座間市内に本拠地を置き、設置を市に届け出ているものをいう。

（借用の申請）

第３条　自主防災組織が防災資機材の借用を申請する場合は、防災資機材借用申請書（第１号様式）を市長に提出するものとする。
（防災資機材の貸与及び期間）

第４条　市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、必要と認めたときはこの要領に基づき防災資機材を貸与する。

⑴　貸与する防災資機材の種類は、原則として防災資機材借用申請書(第１号様式)に掲げる防災資機材とするが、市長が特に必要と認める場合はこの限りでない。

⑵　貸与期間は５年とする。ただし、期間満了前までに返納等の申し出が無い場合、さらに５年間期間を延長するものとする。
２　市長は、防災資機材を貸与する自主防災組織に対し、防災資機材貸与決定通知書（第２号様式）により結果を通知する。

（貸与の条件等）

第５条　前条の規定により防災資機材の貸与を受けた自主防災組織は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

⑴　貸与を受けた防災資機材は、災害時において緊急的に活用するものであるため、その保管場所は公共用地又は地域の共有空間とすること。また、防災資機材の劣化や盗難を防ぐため、防災資機材を保管する倉庫等を用意すること。なお、保管に必要な倉庫等については、自主防災組織の責任において確保すること。
⑵　貸与を受けた防災資機材は、災害時又は訓練時を除き、個人での使用はしないこと。
⑶　貸与を受けた防災資機材については、自主防災組織の責任において維持管理すること。なお、破損、盗難等があった場合は、市に速やかに報告すること。 
⑷　その他市長が必要と認める条件を遵守すること。
　（調査）
第６条　市長は、必要があると認めたときは、自主防災組織に対し、管理及び使用状況等の報告を求め、又は調査することができる。
（貸与の変更、廃止）

第７条　市は、緊急時の対応のため、自主防災組織で使用していない防災資機材の貸与を一時的に廃し、災害対応等に充てることができるものとする。
　　附則
　この要領は、公表の日から施行する。
